
たかやま

高山のまちについておもっていることはありませんか？ それを
さ く ひ ん

作品にして

みませんか？ みなさんの『
ゆめ

夢』や『ねがい』をおしえてください。
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してみよう。

ある
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しらべてみよう。
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あげよう。

この
ば し ょ

場所は
す

好きだから なくさないで、こわさないで！

なんてすてきな けしき♪

まちのタカラモノ み～つけた！

ここは こんなふうにかわったらいいな

み ら い

未来のまちはこんなふう…

まちにはどんな
れ き し

歴史があるの？

こんな
ど う ろ

道路や
こ う え ん

公園があったらいいな

スタート

！

かんせい

完成

対 象：高山市内の小中学生及び義務教育学校の児童生徒（個人、またはグループ）

応募方法：夏休み終了後、うらの作品票を作品につけて、学校に提出してください。

展示日時：９月１２日（金） 午後１時 ～ 午後７時

９月１３日（土） 午前９時 ～ 午後７時

９月１４日（日） 午前９時 ～ 午後４時

場 所：高山市民文化会館 ３階

表 彰：優秀な作品には大賞、優秀賞、特別賞などを用意しています。

出品者全員に参加賞。表彰式は９月１４日（日）午前１０時～文化会館にて

（※上位の作品は、移動展の為しばらくのあいだ

実行委員会にてお預かりさせていただきます。）

問合せ先：高山市都市政策部都市計画課内

こどもまちづくりコンクール実行委員会事務局

（担当：谷） 電話：５７－７４４４（直通）

アイデアいっぱいの
さ く ひ ん

作品をまってるよ！
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作品 とりかかりまでのヒント＝
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気になっていることはある？

ひとりでする？ だれかといっしょにする？
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入 賞のタイトルはうら
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面にあります）

また、
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今までの
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応募
さくひん

作品のタイトルをならべてみました。

●ぼくのすきなせんとう ●こんな公園があったらいいなぁ

●ずっとのこしたい たからもの ●たかやままつりのだいけんきゅう

●ぼくの町クリーンチャレンジ ●昔ながらの商店街

●下切町谷調べ・屋号調べ ●「荘川焼」で町おこし

・・・・など
たの

楽しいタイトルがいろいろありました。
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用紙はうら
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面です



第 2８回 こどもまちづくりコンクール
さくひん

作品
ぼ し ゅ う

募集

まちづくり大賞にはトロフィー

（中央）、まちづくり準大賞には楯

（左右）が贈られます。

まちづくり大賞は誰の手に？

みんなの作品を待ってます！
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令和７年



こどもまちづくりコンクール作品票

 まちづくり大賞

『高齢化社会と生きる私たち

～デイサービス実習を終えて～』

 まちづくり準大賞

『どうなるの？観光とぼくのくらし』

『ぼくの町はエネルギーの豊庫！』

作品のタイトル

名 前（グループならメンバー全員の名前）

学校 年生

学校と学年

感 想（作ったきっかけ、作品の見てほしいところ、苦労したことなど）

受付番号

※ふりがなも書いてください。

令和６年度の入賞作品より

学校でふくしの勉強をして、もっと知りたいと思って

この作品を仕上げました。

とくにデイサービスの体けんしている所を見てほしい

です。くろうした事はバリアフリーを見つける事です。

学校で勉強したよりももっといろいろなことが分かって

よかったです。

ぼくは、テレビでオーバーツーリズムという言葉を知

って観光客が多い高山市にも起きているのか気になりま

した。いろいろな人に話を聞いて観光とくらしについて

考え、高山らしい標識をデザインするのがむずかしかっ

たです。

★そのほかの入賞作品も、高山市のホームページで見ることができます。

高山市行政情報ホームページ（http://www.city.takayama.lg.jp/index.html）

にアクセス。行政情報ページから 高山市こどもまちづくりコンクール を確認してね！



ぼくの住んでいる近くを車で走っていると、山の中に長

くて大きな管が下りてきているのが見えて、何だろう、調

べてみたいなと思ったことがきっかけです。インターネッ

トで調べると水力発電神通川水系の位置関係がのってい

て、上流から順番に見に行きました。

身近な川の水を利用して電気を作り出せる仕組みを知

ることができて良かったです。上流から下流へ流れる川の

水を上手く利用していることをイメージしたかったので

模型を作りました。色をつける時も楽しかったです。


